
 

 
学び続ける教師 

校長 小林 雅弘 

 

 新しい年、令和６年を迎えました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
まずはじめに、元日の夕刻に北陸地方を襲った能登半島地震では、多くの方が被災され、報道にあ

るよう大変な状況となっています。被害に遭われた方々、関係の方々に心からお見舞い申し上げます。 
 
 
岩崎小学校では毎年、教職員の研修や研究を多く取り入れています。子どもたちにより質の高い教

育活動を行うため私たち教職員も「学び続ける」必要があります。今年度の取組の一部を紹介します。 
 
■ 授業力向上に関する研究･研修  
【重点研究】 
令和２年度から国語科を共通教科として取り上げ、 

「豊かにかかわり合い、自分のよさに気付く子ども 
の育成を目指す」ことをテーマに、一人一回ずつ公 
開授業を行い、全教職員で見合いながら、よりよい 
授業の在り方を研究しています。年間５回ある授業 
研究会では、毎回外部から講師を招請しご指導いた 
だいています。 
  
【外国語研修】 
９月１日(金)の放課後には、教育委員会所属の 

外国人講師をお呼びし、英語研修を行いました。 
 
【情報教育研修】 
 11月 15日(水)には１年２組西城級と、５組河野 
級が、区情報教育研究会で公開授業を行いました。 
区内全小学校から 50名ほどの教員が来校しました。 
 
 この他にも、経験の浅い教員たちで組織するメンター研や教育実習における示範授業を教員同士が
見合うなど、本校では、授業力向上に向けた研究・研修に特に力を入れています。 
 
■ 健康・安全に関する研修  
【不審者対応訓練】 保土ケ谷警察署の方のご協力を得て、校内に不審者が侵入した場合の対応につ

いて職員訓練を毎年行っています。 
【アレルギー研修】 アレルギーに関する正しい知識と本校の対応マニュアルの確認、練習用エピペ

ンで実際の使用方法を全職員で確認しています。 
 
 その他に【保健衛生研修】、【熱中症防止研修】、【心肺蘇生法救急講習】、【食育研修】などを毎年実 
施しています。 
 
■ 児童理解に関する研修  
子どもたちの個性を大切にし、一人ひとりのニーズを捉えた教育を実現するため、【特別支援教育に

関する研修】、【児童理解研修】、【いじめ防止研修】などを年間複数回行っています。 
 
充実した教育活動を行い、子どもたちの成長を支えていくためには、何よりも私たち教職員が日々

学び続けなければなりません。今後も、教師力を高めていく取組を積極的に行っていき、質の高い教
育が実現できるよう努めていきたいと考えています。 
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